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１　事業の成果

令和６年度事業報告書

＜担い手発掘や人材育成＞
休眠預金活用の助成事業「地域の資金循環とそれを担う組織・若手支援者を生み出す人材育成事
業」が最終事業年度となった。令和6年8月に一般財団法人から公益財団法人に移行し、税制優遇の
対象となったことから、月額定額寄付のてらすファンクラブをはじめ、活動団体が自ら寄付募集に
チャレンジするプロジェクト指定助成を開始した。2月には冠基金寄付を2件お預かりし、休眠預金
事業期間に整備しておきたかった寄付の仕組みや助成プログラムのバリエーションを事業計画通り
整えることができた。休眠預金事業期間後は、わがことの事業からは切り離して、独自の意思決定
をもつ法人として自走を始めている。
上記の財団事業の中で、学校向け助成を取り扱ったこともあり、学校教育現場からの相談も増え、
「総合的な学習（探究）の時間」への支援も複数実施した。県立桜井高校では1年生280名を対象に
地域企業46社56名の大人に協力を仰ぎ、地域で働く大人と高校生が対話をする授業を支援した。地
元企業とユース世代の接点づくりという点では、前年度に引き続き香川高専プレ研究の授業枠の中
で4名、放課後FACT-ory事業で16名の高校生と一緒に企業訪問を実施し、共に地元企業への理解を深
めることができた。
担い手発掘も人材育成も成果が見えるまでには時間がかかるが、非営利セクターだけでなく企業や
ユース世代と多く関わることで、次の世代を育む種まきは多くできた。これらの種を継続的に育て
ていく仕組みづくりにも今後は取り組む。

＜民間非営利活動を推進するための相談対応やコーディネーション＞
香川県から「NPO法人等運営のためのステップアップ事業」を受託し、県内400ほどのNPO法人やそれ
以外のボランティア団体、市民団体からの相談窓口を実施した。オンライン相談が基本ではあった
が、必要に応じて現地を訪問したり、丸亀市民交流活動センターマルタスと高松市市民活動セン
ターを会場に、相談日を設け対面での相談にも応じたりした。これまでつながりのなかった団体か
らの相談も多く、当法人のネットワークの広がりや職員の相談スキル向上にも効果のある事業と
なった。
また、引き続き地域コミュニティ協議会対象のデジタルバイド対策事業も受託し、地域コミュニ
ティとの関係性もより強いものとなってきている。テーマ型NPOだけでなく、地縁組織である地域コ
ミュニティとのつながりがあることが、当法人の特色の一つともなってきており、双方の強みを活
かして協働を推し進める基盤作りにもなっている。
そして、令和7年4月からは高松市市民活動センターの指定管理業務が開始した。これまでの当法人
が紡いできたノウハウを活かし、高松市内の非営利セクターの持つ力を押し上げて、市民の暮らし
がより良いものになるように中間支援機関としての役割を果たしていく。指定管理者となったこと
で、大学生1名を含む12名の職員を雇用した。地域の非営利人材を支えるために、法人内の支援者育
成にも責任を持って取り組んでいく。

＜民間非営利活動の交流やそれらに対する研修＞
前述のステップアップ事業に続き、「NPOマネジメント講座企画・運営業務」を香川県から受託し
た。NPOやボランティア団体が直面する運営上の課題を解決するために、４つの講座を実施した。各
講座平均20名程度の参加があり、講師の話を聞くだけでなく、講師と参加者や参加者同士がインタ
ラクティブに学び合える場づくりに注力した。また、1団体から複数名で参加することを推奨するこ
とで、学びの定着を目指した。
また、交流事業として「ご自慢大会」を約３年ぶりに開催した。8組の募集に対して11組の応募があ
り、それを応援したい市民が多数聴講に訪れた。市民活動センターの指定管理開始を目前に控えた
開催となったため、新規雇用の職員を中心に開催。プロジェクトを共にしたことで、職員同士の相
互理解にも繋がった。
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２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

事　業　内　容
実　　施
日　　時

実　　施
場　　所

従事者の
人　　数

受益対象者の
範囲及び人数

事業費の金額
（千円）

休眠預金活用事業「地域の
資金循環とそれを担う組
織・若手支援者を生み出す
人材育成事業」てらす財団
設立支援事業

令和6年8
月〜令和7
年2月

高松市内 20
高松市民のべ
2,500人

8,978

放課後Fact-ory事業
令和6年8
月〜令和7
年7月

高松市内 4

主に高松市内
の高校生10
名、県内企業
10社

1,399

桜井高校トーク×トーク×
トーク！開催支援

令和6年11
月

高松市内 8

桜井高校1年
生280名およ
び協力企業46
社56名

250

プレ研究支援
令和6年5
月〜令和7
年1月

香川高専
高松キャ
ンパス

2

香川高専高松
キャンパス1
年生4名およ
び訪問先企業
4社

150

高松市市民活動センター指
定管理業務

令和7年4
月～令和7
年7月

高松市内 12

来館者数（会
議室利用、窓
口相談、印刷
室利用、交流
スペース利用
を含む）
4月…1,550名
5月…1,488名
6月…1,562名
7月…1,737名

8,623

高松市委託事業
令和6年度デジタルデバイド
対策事業委託

令和6年8
月〜令和7
年7月

高松市内 10

高松市民のべ
450人（7つの
コミュニティ
協議会）

2,064

香川県委託事業
令和6年度NPO法人等運営の
ためのステップアップ事業

令和6年8
月〜令和7
年7月

高松市／
丸亀市

5

香川県内の
NPO法人およ
び市民活動団
体のうち、相
談者60名

357

事　業　名

＜民間非営利活動の情報収集やその公開、発信＞
noteでの自主企画である「きかこと」の記事を13件更新した。非営利団体にこだわらず、地域を大
事にする活動を取り上げ続けたことで、企画の認知も広がり、取材先からも「嬉しい。いつか取材
してもらいたいと思っていた」という声をもらったり、「読んでいます」と感想をもらったりする
機会も増えた。地域の団体や活動の様子を知ってもらうための入り口の一つとして機能し始めたと
実感している。

＜その他当法人の目的を達成するために必要な事業＞
「たかまつ女性活躍促進支援業務」を高松市から受託し、労務担当や企業経営者向けのオンライン
セミナーや、市民向けの家事シェア講座、大学生と地元企業の対話の機会づくり等を実施した。ま
た、香川県性的少数者メール等相談事業において、実施団体と担当課が出席する連絡会議のコー
ディネートも引き続き担った。これら２つの事業は、当法人が専門性を持つ分野の事業ではないも
のの、市民への啓発に取り組むことで広く市民の暮らしの向上に寄与できると考え参画している。

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の担い手発掘や人材
育成

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の担い手発掘や人材
育成

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の担い手発掘や人材
育成

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の担い手発掘や人材
育成
あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
を推進するための相
談対応やコーディ
ネーション

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
を推進するための相
談対応やコーディ
ネーション

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
を推進するための相
談対応やコーディ
ネーション

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の担い手発掘や人材
育成



政策コンテスト開催支援
令和6年8
月〜令和6
年11月

高松市内 2 参加者20名 150

団体情報発信
note発信（13回）

令和6年8
月〜令和7
年7月

高松市内 12
購読者のべ
800人

390

香川県委託事業
令和6年度NPOマネジメント
講座企画・運営業務

令和6年9
月〜令和7
年3月

高松市／
丸亀市

5

香川県内の
NPO法人およ
び市民活動団
体のうち、受
講者84名

700

ご自慢大会
令和7年3
月

高松市内 6 参加者50名 180

高松市委託事業
令和6年度たかまつ女性活躍
促進支援業務

令和6年8
月〜令和7
年7月

高松市内 4
高松市内の企
業、市民等の
関心層100名

1,339

香川県性的少数者メール等
相談事業

令和6年8
月〜令和7
年7月

高松市内 2
当事者2団体8
名、香川県担
当課3名

40

（３）社員総会及び理事会その他の役員会の開催状況
　　①社員総会（開催日時、出席状況、審議及び議決内容）

令和6年10月5日10:00～12:00、正会員20名中16名出席（うち表決委任者2名）
・第7期（令和5年8月〜）の振り返り、決算報告等
・第8期（令和6年8月〜）の事業計画について
・会員制度および会費の見直しについて
・定款変更について

　　②理事会（開催日時、出席状況、審議及び議決内容）
令和6年10月17日16:30～17:30、理事6名出席
・資金の借り入れについて

　　③臨時総会（開催日時、出席状況、審議及び議決内容）
令和7年4月5日10:00～11:00、正会員14名中12名出席（うち表決委任者2名）
・定款変更について

　　④臨時総会（開催日時、出席状況、審議及び議決内容）
令和7年5月14日10:30～12:00、正会員14名中10名出席
・役員の改選について

その他第３条の目的
を達成するために必
要な事業

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
を推進するための相
談対応やコーディ
ネーション

その他第３条の目的
を達成するために必
要な事業

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の情報収集やその公
開、発信

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の交流やそれらに対
する研修

あらゆる分野で活動
する民間非営利活動
の交流やそれらに対
する研修



（単位：円）

Ⅰ 経常収益
１ 受取会費

正会員受取会費 51,000
賛助会員受取会費 10,000
一般会員受取会費 6,000

67,000
２ 受取助成金等

受取助成金 5,843,391
5,843,391

３ 事業収益
デジタルデバイド対策事業収入 3,000,000
市民活動センター指定管理事業収入 8,860,320
その他活動収入 6,236,130

18,096,450
４ その他収益

受取利息 4,735
雑収益 913

5,648
経常収益計 (Ａ) 24,012,489

Ⅱ 経常費用
１ 事業費

(1)人件費
役員報酬 ( 4,080,000 )
給料手当 ( 7,658,460 )
法定福利費 ( 947,955 )
福利厚生費 ( 257,884 )
人件費計 12,944,299

(2)その他経費
業務委託費 ( 6,202,496 )
諸謝金 ( 1,081,691 )
印刷製本費 ( 103,133 )
会議費 ( 104,252 )
旅費交通費 ( 726,518 )
通信運搬費 ( 159,267 )
消耗品費 ( 1,571,740 )
広告宣伝費 ( 49,890 )
減価償却費 ( 265,388 )
諸会費 ( 8,000 )
租税公課 ( 11,400 )
研修費 ( 208,200 )
新聞図書費 ( 17,150 )
支払手数料 ( 1,027,882 )
支払寄附金 ( 10,000 )
支払利息 ( 124,853 )
雑費 ( 220 )
その他経費計 11,672,080

事業費計 24,616,379

令和６年度　活動計算書

令和６年８月１日から　令和７年７月３１日まで

特定非営利活動法人わがこと

科　　　　目 金　　　　額



（単位：円）科　　　　目 金　　　　額
２ 管理費

(1)人件費
役員報酬 ( 150,000 )
給料手当 ( 480,402 )
法定福利費 ( 72,251 )
人件費計 702,653

(2)その他経費
印刷製本費 1,620
会議費 3,240
旅費交通費 7,040
通信運搬費 62,725
賃借料 12,120
減価償却費 109,800
諸会費 3,000
租税公課 340,000
支払手数料 20,675
その他経費計 560,220

管理費計 1,262,873
経常費用計 (Ｂ) 25,879,252

当期経常増減額
(Ｃ)＝(Ａ)－(Ｂ) -1,866,763

Ⅲ 経常外収益
0

経常外収益計 (Ｄ) 0

Ⅳ 経常外費用
0

経常外費用計 (Ｅ) 0

税引前当期正味財産増減額
(Ｆ)＝(Ｃ)＋(Ｄ)－(Ｅ) -1,866,763

法人税、住民税及び事業税 (Ｇ) 282,700

当期正味財産増減額
(Ｈ)＝(Ｆ)－(Ｇ) -2,149,463

設立時(前期繰越)正味財産額 (Ｉ) -3,778,167

次期繰越正味財産額
(Ｊ)＝(Ｈ)＋(Ｉ) -5,927,630



 

　　　　　　　　　金　　　　額（単位：円）

Ⅰ　資産の部
１ 流動資産

現金預金 10,950,909
流動資産合計（Ａ） 10,950,909

２ 固定資産
(1)有形固定資産

有形固定資産計 0
(2)無形固定資産

無形固定資産計 0
(3)投資その他資産

出資金 5,000
投資その他資産計 5,000

固定資産合計（Ｂ） 5,000

資産合計（Ｃ）＝（Ａ）＋（Ｂ） 10,955,909

Ⅱ　負債の部
１ 流動負債

未払金 1,769,074
未払消費税等 330,000
未払法人税等 268,900
前受金 4,000,000
預り金 90,565

流動負債合計（Ｄ） 6,458,539

２ 固定負債
長期借入金 9,225,000
理事借入金 1,200,000

固定負債合計（Ｅ） 10,425,000

負債合計（Ｆ）＝（Ｄ）＋（Ｅ） 16,883,539

Ⅲ　正味財産の部
前期繰越正味財産（基本金）（Ｇ） -3,778,167

当期正味財産増加(減少)額
（Ｈ）＝（Ｉ）－（Ｇ） -2,149,463

正味財産（Ｉ）＝（Ｃ）－（Ｆ） -5,927,630

負債及び正味財産合計
（Ｋ）＝（Ｆ）＋（Ｉ） 10,955,909

科　　　　目

令和６年度　貸借対照表

令和７年７月３１日　現在

特定非営利活動法人わがこと



　　　　　　　　　金　　　　額 （単位：円）

Ⅰ　資産の部
１　流動資産

現金預金
　 現金 現金手許有高 72,200

普通預金 高松信用金庫太田支店 1,879,662
普通預金 高松信用金庫太田支店 0
普通預金 百十四銀行太田支店 267
普通預金 GMOあおぞらネット銀行 2,699,286
普通預金 GMOあおぞらネット銀行 6,249,494
定期預金 高松信用金庫太田支店 50,000

流動資産合計（Ａ） 10,950,909

２　固定資産
(1)有形固定資産

有形固定資産計 0
(2)無形固定資産

無形固定資産計 0
(3)投資その他資産

出資金 5,000
投資その他資産計 5,000

固定資産合計（Ｂ） 5,000

資産合計（Ｃ）＝（Ａ）＋（Ｂ） 10,955,909

Ⅱ　負債の部
１ 流動負債

未払金 7月分役員報酬・給与 1,549,354
7月分業務委託費 219,720

未払消費税等 330,000
未払法人税等 268,900
借受金 市民活動センター指定管理料 4,000,000
預り金 90,565

流動資産合計（Ｄ） 6,458,539

２　固定負債
長期借入金 高松信用金庫太田支店 5,775,000
長期借入金 日本政策金融公庫高松支店 3,450,000
理事借入金 1,200,000

固定負債合計（Ｅ） 10,425,000

負債合計（Ｆ）＝（Ｄ）＋（Ｅ） 16,883,539

正味財産（Ｇ）＝（Ｃ）－（Ｆ） -5,927,630

科　　　　目

令和６年度　財産目録

令和７年７月３１日　現在

特定非営利活動法人わがこと


